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1. 開催概要 

名  称：次世代スーパーコンピューティング・シンポジウム２００６ 

～科学技術の新しい可能性を拓くために～ 

開 催 日：平成 18 年 9 月 19 日（火）、20 日（水） 

場  所：MY PLAZA ホール及び MY PLAZA 会議室（東京都千代田区丸の内） 

主  催：理化学研究所 

共  催：文部科学省、国立情報学研究所 

開催主旨：次世代スーパーコンピュータの利用に焦点を当て、スーパーコンピューティング技術の活用による様々

な科学技術分野でのブレークスルーの可能性や産業界における実利用への展開について議論を行う。こ

れらの討議の結果が、関係者がそれぞれの立場から今後の課題を明らかにし、行動していくための一助

とする。 

 

2. 開催結果 

2.1. 参加状況 

参加者：約 410 名 

1 



2 

2.2. 来賓 

【文部科学省】 

文部科学副大臣    河本 三郎（開会挨拶） 

大臣官房審議官（研究振興局担当）  藤木 完治（政策講演、レセプション挨拶） 

【他省庁】 

経済産業大臣政務官   小林  温（開会時来賓挨拶） 

内閣府大臣官房審議官（科学技術政策担当） 清水 一治（開会時来賓挨拶） 

【国会議員（スーパーコンピュータ推進議員連盟メンバー）】 

衆議院議員 スパコン議連会長   尾身 幸次（開会時来賓挨拶、レセプション来賓挨拶） 

衆議院議員 スパコン議連幹事長／  渡海 紀三郎（開会時来賓挨拶） 

科学技術立国調査会会長 

衆議院議員 スパコン議連事務局長／  後藤 茂之（開会時紹介、レセプション来賓挨拶） 

国土交通大臣政務官 

 
 

 

 

 

 



提言 
 

我が国の科学技術と産業の競争力の向上のためには、高性能スーパー

コンピュータとその能力を十分に引き出すためのアプリケーションの研

究開発及び利用が極めて重要であり、これを精力的かつ戦略的に推進し

ていく必要がある。 

このためには関係者が以下の諸点を認識し、それぞれの立場から、課

題の解決と新たな課題への挑戦のために積極的に行動すべきである。 

 

一、（新分野、新手法への挑戦） 

科学技術のブレークスルーをもたらすためには、理論や実験・観測

に携わる研究者と計算科学者、計算機科学者及び数理科学者が連携

して、新領域・融合領域の課題や新たな手法に積極的に挑戦してい

くことが重要である。 

 

一、（アプリケーションの開発と普及のための戦略） 

上記の成果を、我が国の科学技術と産業の競争力強化や社会、国民

の利益に繋げていくためには、アプリケーション・ソフトウェアの

開発と普及のための戦略が重要となる。計算機システム開発とアプ

リケーション開発の整合をとることはもちろん、アプリケーション

開発とその成果の技術移転のための産学連携体制の構築や開発され

たアプリケーション・ソフトウェアの改良・保証を促進するための

システム等が必要である。 

 

一、（利用環境とサイバー･サイエンス･インフラストラクチャ） 

  大学、研究機関及び企業の研究者や技術者に高水準のスーパーコン

ピュータ利用環境を提供することは、我が国の国際競争力強化にと

って極めて重要である。将来の次世代スーパーコンピュータの利用

体制のみならず、重層的なスーパーコンピュータ利用環境を提供す

るサイバー･サイエンス･インフラストラクチャの構築と整備に向け

た諸課題に取り組むことが急務である。 

 

一、（人材） 

  基礎科学や数理科学・計算機科学の研究者からエンジニアまで、計

算科学の発展のために必要な人材は多種多様な領域に亘るが、最も

重要なのは、複数の専門領域を理解し、融合領域や新領域に果敢に

挑戦していく人材である。計算科学に関連するこのような人材が育

成され、活躍できる環境を醸成していくためのあらゆる努力が求め

られている。 



 

 

一、（研究開発コミュニティの形成とＣＯＥの構築） 

  計算機資源や大規模データを有効に利用しつつ、革新的な研究開発

及び人材育成に効果的に取り組んでいくためには、開かれた研究開

発コミュニティの形成及び異分野領域の研究者間の交流促進や先端

的な研究開発環境を提供するＣＯＥの構築が重要である。次世代ス

ーパーコンピュータを核として構築するＣＯＥが、各分野の研究開

発コミュニティと密接に連携し、スーパーコンピュータの開発と利

用の体制を構築していくことが必要である。 

 

 次世代スーパーコンピュータの開発利用プロジェクトの推進にあたっ

ては、我が国のこれまでのスーパーコンピュータの開発と利用における

様々な経験や教訓を十分に踏まえ、上記の諸点を実現していくことを強

く期待する。 

 

 

２００６年９月２０日 

次世代スーパーコンピューティングシンポジウム 2006 

        参加者有志一同 

 

 



全体討議 
土居 範久  中央大学理工学部 教授 

沖  大幹  東京大学生産技術研究所 助教授 

小柳 義夫  工学院大学情報学部長・教授 

郷  通子  お茶の水女子大学 学長 

小林 敏雄  (財)日本自動車研究所 所長 

西尾 章治郎 大阪大学大学院情報科学研究科長・教授 

平尾 公彦  東京大学大学院工学系研究科 教授 

分野別パネルディスカッション 
○ライフサイエンス分野 

郷 通子   お茶の水女子大学 学長 

金岡 昌治  大日本住友製薬株式会社 ゲノム科学研究所 所長 

末松 誠   慶應義塾大学医学部 教授 

中村 春木  大阪大学蛋白質研究所 教授 

姫野 龍太郎 理化学研究所 次世代スーパーコンピュータ開発実施本部 開発グループディレクター 

宮野 悟   東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター教授 

○工学分野 

小林 敏雄 (財)日本自動車研究所 所長 

梅谷 浩之  日本自動車工業会 ESCAR WG 主査 

加藤 千幸  東京大学生産技術研究所計算科学技術連携研究センター センター長・教授 

小林 淳一  株式会社日立製作所 研究開発本部ソリューションセンタ センタ長 

嶋 英志   川崎重工業株式会社 航空宇宙カンパニー技術本部研究部 参事 

善甫 康成  住友化学株式会社 筑波研究所 主席研究員 

○ナノ・材料分野 

平尾 公彦  東京大学大学院工学系研究科 教授 

押山 淳   筑波大学数理物質科学研究科 教授 

寺倉 清之  北海道大学 創成科学共同研究機構 特任教授 

中村 振一郎 株式会社三菱化学科学技術研究センター基盤技術研究所 計算科学技術室長 

永瀬 茂   自然科学研究機構分子科学研究所 教授 

平田 文男  自然科学研究機構分子科学研究所 教授 

○環境・防災分野 

沖 大幹   東京大学生産技術研究所 助教授 

住 明正   東京大学 気候システム研究センター 教授 

藤原 広行  防災科学技術研究所 防災システム研究センター プロジェクトディレクター 

古村 孝志  東京大学地震研究所 助教授 

室井 ちあし 気象庁気象研究所予報研究部 主任研究官 

○利用環境分野 

西尾 章治郎 大阪大学大学院情報科学研究科長・教授 

川端 節彌  高エネルギー加速器研究機構 計算科学センター センター長・教授 

坂内 正夫  国立情報学研究所 所長 

佐々木 直哉 株式会社日立製作所機械研究所高度設計シミュレーションセンタ センタ長 

三浦 謙一  国立情報学研究所リサーチグリッド研究開発センター センター長・教授 

村上 和彰  九州大学 情報基盤センター センター長・教授 

○物理・天文分野 

小柳 義夫  工学院大学情報学部長・教授 

宇川 彰   筑波大学 計算科学研究センター センター長・教授 

坂本 宏   東京大学素粒子物理国際研究センター 教授 

福山 淳   京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻 教授 

牧野 淳一郎 自然科学研究機構国立天文台 教授 

矢花 一浩  筑波大学計算科学研究センター 教授 
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